
 
【重点審議事項の論点整理について（琵琶湖環境部所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

琵琶湖をとりまく環境

の保全と継承について 

○令和４年５月18日 常任委員会 
・令和４年度中に策定、変更予定の計画等につい 
 て 
・第72回全国植樹祭の開催準備状況について 
 

●令和４年７月19日 県内行政調査 

愛知川下流カワウコロニー（東近江市） 

・今後のカワウ対策の概要および対策に向けて

の課題等について 
 
○令和４年８月８日 常任委員会 

・議第 83 号 令和４年度滋賀県一般会計補正予

算（第３号）について 

・令和４年度「びわ湖の日」の取組について 

・水草・オオバナミズキンバイ等の状況について 

・第72回全国植樹祭の開催結果について 
 
○令和４年10月７日 常任委員会 
・滋賀県ツキノワグマ第一種特定鳥獣保護計画
（第４次）の素案について 

・滋賀県カワウ第二種特定鳥獣管理計画（第４
次）の素案について 

・令和３年度有害鳥獣の捕獲状況について 
 
○令和４年12月14日 常任委員会 

・「やまの健康」の取組について 

・議第 145 号 令和４年度滋賀県一般会計補正

予算（第５号）について 

・滋賀県ツキノワグマ第一種特定鳥獣保護計画

（第４次）(案)に対する意見・情報の募集につ

いて 
・滋賀県カワウ第二種特定鳥獣管理計画（第４
次）(案)に対する意見・情報の募集について 

 

侵略的外来水生生

物について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然公園などの松

枯れへの対応につ

いて 

 

鳥獣対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県民全体での取組を図るのであれば、まずはオオバナ

ミズキンバイ等の侵略的外来水生生物の特性や、判別

方法について、県民にさらなる周知を図っていただく

必要がある。 

 

・特にオオバナミズキンバイとナガエツルノゲイトウ

に関して、現状を管理可能な状態と位置づけているが、

ボランティアなどの県民の駆除努力による現状であ

り、行政としては管理可能な状態と表現せず、別の表現

にしていただきたい。 

 

・対応に急を要するところも多く、オオバナミズキンバ

イなどを滋賀県全体で減らすのであれば、予算に一定

枠を設け、想定外の事態にも早めに対処できる予算措

置をしておく姿勢が大事である。 

 

・症状を迅速に抑えるように対処するという観点から、

樹木医との連携を密にし、樹木医を活用した対応をし

ていただきたい。 

 

・カワウ対策のための状況調査では、ＤＸの観点から経

年的な動向が分かるデータを整えて、その傾向を詳細

に把握できるよう検討していただきたい。 

 

・ツキノワグマについては、保護計画の対象とされてい

る面と、ジビエとしての食文化とされている面の線引

きが不明確なので、その関係を整理した上で周知の徹

底が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 

「滋賀県ツキノワ

グマ第一種特定鳥

獣保護計画（第４

次）」策定 

 

令和５年３月 

「滋賀県カワウ第

二種特定鳥獣管理

計画（第４次）」策

定 



 
○令和５年２月８日 常任委員会 
・しが木育指針（素案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 72 回全国植樹

祭について 

 

 

 

びわ湖の日につい

て 

 

 

 

・狩猟後の鹿とイノシシについて、昨年大量の不法投棄

があったので、調査や状況把握をしていただき、ジビエ

に係るルールの改正に臨んでいただきたい。 

 

・ニホンザル等の対応として人里から追い払う、人里に

近づかせないという対応だけではなく、逆の発想とし

て山奥に自然豊かで魅力ある餌場等を設けるといっ

た、滋賀県ならではの対策を研究していただきたい。 

 

 

・両陛下のお手植え木を移植することにより、お手植え

木がどこにあるのか地元の方をはじめ県民が分からな

くならないよう、県がしっかりと管理していることを

示せる対応をしていただきたい。 

 

・ユーチューブで動画を載せているが、知見を積み上げ

るため、どこで動画を見るのをやめたなどの詳細なデ

ータも集め分析していただき、効果的なＰＲにつなげ

ていただきたい。 

 

・「びわ湖の日」を知っているかどうかだけを基準に動

いている気がするので、何を目的に「びわ湖の日」があ

り、その認知度を上げることに取り組む必要があるの

かという、原点にもう一度返らなければいけない。 

 

  



 
【重点審議事項の論点整理について（琵琶湖環境部所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

環境負荷の少ない循環

社会の実現について 

○令和４年８月８日 常任委員会 

・議第 84 号 令和４年度滋賀県琵琶湖流域下水

道事業会計補正予算（第１号）について 

・公益法人等の経営状況説明書について（公益財

団法人滋賀県環境事業公社） 

・出資法人経営評価の結果について（公益財団法

人滋賀県環境事業公社） 
 
○令和４年10月７日 常任委員会 
・議第 135 号 流域下水道事業に要する経費に

ついて関係市町が負担すべき金額を定めるこ

とにつき議決を求めることについて 

・報第17号 一般社団法人滋賀県造林公社の令

和３年度中期経営改善計画に関する経営評価

結果について 

 
●令和４年11月９日 県外行政調査 
佐賀市下水浄化センター（佐賀県佐賀市） 
・下水道コンポスト化事業およびＢＩＳＴＲＯ
下水道について 

 

○令和４年12月14日 常任委員会 

・議第 149 号 令和４年度滋賀県琵琶湖流域下

水道事業会計補正予算（第３号）について 
 

Ｊ―クレジットに

ついて 

 

 

浄化センターのコ

ンポスト化事業に

ついて 

・Ｊ―クレジットの目的に基づき、その効果を分かりや

すく表現する必要がある。 

 

 

・コンポスト化施設が整った際の、流通販路などをしっ

かり確保して活用いただきたい。 

 

 
 
 



 
【重点審議事項の論点整理について（農政水産部所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

未来へ向けた農業の推

進について 

○令和４年５月18日 常任委員会 
・令和４年度中に策定、変更予定の計画等につい   
 て 
 
○令和４年８月９日 常任委員会 

・滋賀県環境こだわり農業推進条例の改正およ

び基本計画の改定（骨子案）について 
 
○令和４年10月６日 常任委員会 
・滋賀県農業・水産業基本計画の進行管理につい

て 

・（通称）みどりの食料システム法に係る基本計

画について 

 

●令和４年11月７日 県外行政調査 

たじま農業協同組合（兵庫県豊岡市） 

・「コウノトリ育む農法」の取組について 

 

●令和４年11月８日 県外行政調査 

農研機構 西日本農業研究センター（広島県福山

市） 

・地域に適した品種・栽培技術およびスマート農

業に向けた取組について 

 

○令和４年11月22日 常任委員会 

・滋賀県環境こだわり農業推進条例の改正およ

び基本計画の改定（原案）について 

・近江米新品種について 

 

○令和４年12月15日 常任委員会 

・イチゴ新品種「みおしずく」について 

 

 

滋賀県環境こだわ

り農業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・減農薬や無農薬栽培には労力がかかることが消費者

には伝わっていない。農薬を使うことがどういう弊害

につながるのかということを示し、オーガニック農業

の良さを消費者に分かってもらえるようにしていただ

きたい。 

 

・オーガニック農業においては生産面や流通面での支

援、生産者および消費者の両者にとっての適正価格を

実現できるのかが課題なので、そのことを考慮して取

り組んでいただきたい。 

 

・オーガニック農業を条例に位置づけるのであれば、生

産者がオーガニックに取り組むことで、どのように利

益が確保されるのかを計画に載せていただきたい。 

 

・環境こだわり農業推進基本計画には、どのように生産

者に利益が生じるのか、消費者の利益として農作物の

安全性がどのように担保されるのかを明示していただ

きたい。 

 

・みどりの食料システム法にかかる基本計画策定の際

には、環境こだわり農業推進基本計画など既存の計画

を活用するだけではなく、滋賀県の特性に基づく先進

的な視点をもって策定いただきたい。 

 

・環境こだわり農業推進基本計画の策定の際には、どう

いうスタンスでオーガニック農業などを進めるのかを

整理し、まだ化学肥料を使う必要がある現実を踏まえ、

どう有機質肥料に切り替えていくのかを計画にしっか

り書く必要がある。 

令和５年３月 

「滋賀県環境こだ

わり農業推進基本

計画」改定 



 

○令和５年２月８日 常任委員会 

・滋賀県環境こだわり農業推進基本計画（原案）

に対して提出された意見・情報とそれらに対す

る滋賀県の考え方について 
 

 

今後の農業、水産

業について 

 

 

 

 

 

 

 

イチゴの新品種に

ついて 

 

・新規漁業就業者が受講される研修において、希望した

内容を希望したタイミングで受講できるよう、カリキ

ュラム内容の変更などにより丁寧に対応いただきた

い。 

 

・都市部では農地を維持できないからやむなく土地を

手放し、離農される方々も多いので、農地を守っていく

という観点では都市農地にもしっかりと着目していた

だきたい。 

 

・新品種としての販売やブランド化に向けた具体の目

標もあるので、予算や人員を配置してしっかり取り組

んでいただきたい。 

 

・平和堂や生協の加工品にも、イチゴが滋賀県産のみお

しずくであることを明記して貰うなど、細かいことま

で徹底していただきたい。 

 

 

  



 
【重点審議事項の論点整理について（農政水産部所管分）】  

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備  考 

滋賀県産 農林畜産水

産物のさらなる生産・

流通・販売促進に向け

た取り組みについて 

○令和４年５月18日 常任委員会 
・令和４年度中に策定、変更予定の計画等につい 
 て 
・滋賀食肉センターの将来のあり方検討につい 
 て 
・琵琶湖の漁獲情報報告アプリ「湖（うみ）レコ」 
の運用状況について 

 
○令和４年５月27日 常任委員会 
・議第 81 号 令和４年度滋賀県一般会計補正予
算（第１号）について 
 

●令和４年７月19日 県内行政調査 

滋賀県水産試験場（彦根市） 

・試験場の取組概要および水産業の振興に向け

た課題等について 
 
○令和４年８月９日 常任委員会 

・公益法人等の経営状況説明書について（公益財

団法人滋賀食肉公社および株式会社滋賀食肉

市場） 

・出資法人経営評価の結果について（公益財団法

人滋賀食肉公社および株式会社滋賀食肉市場） 

・漁協の合併について 
 
○令和４年10月６日 常任委員会 
・議第110号 令和４年度滋賀県一般会計補正予
算（第４号）について 

・滋賀県農業・水産業基本計画の進行管理につい 
 て 
・畜産収益力強化対策事業費補助金（令和３年度
繰越明許費）について 

・滋賀食肉センターのあり方検討について 
 

滋賀県食肉センタ

ーの将来のあり方

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

燃油や飼料、肥料

の高騰に対する支

援事業について 

 

 

琵琶湖の漁業、水

産資源について 

・あり方検討においては、過去の経緯や県の判断、今後

の方向性を整理し、まず県の文書として内外に示した

上で市場の関係者、生産者、買参人、市場関係者の意見

を十分に聞き取り、開かれた議論の場を設け丁寧に協

議し検討を進めていただきたい。 

 

・県として、今後のあり方のたたき台をまず示す方法も

あるとは思うが、本来は現場の方々の意見を吸い上げ

ることが一番大事であるので、そこに留意してしっか

りと対応いただきたい。 

 

・運営体制の検討に際しては、輸出の振興にもしっかり

取り組んでいけるところにセンターを担ってもらうな

どの方向性を持ち、協議に臨んでいただきたい。 

 

・生産者全てが滋賀の農業を担っている以上、経理の一

元化や経営の法人化等に関わらず、集落営農等を含め

た、生産者全てを支援対象としていただきたい。 

 

・琵琶湖漁業においても下水道の状況が漁獲に影響し

ていると考えられるのであれば、貧栄養化しているの

か、漁場生産力が低下しているのかをしっかり調査し

ていただきたい。 

 

・琵琶湖漁業も含め世界農業遺産に認定されたからに

は、漁業の継続が難しい課題だとしても、真剣に考える

必要があるという意識をもっていただきたい。 

 

・湖魚の需要喚起としては、食べてもらっておいしいと

感じてもらうことが重要なので、生産者の方々と食べ

やすいメニューの開発などに取り組んでいただきた

い。 

 



 
●令和４年11月８日 県外行政調査 
ＪＡ福山市 食と農の交流館 ＦＵＫＵＹＡＭＡ 
ふくふく市（広島県福山市） 
・地産地消の促進および地域農業の振興につい 
 て 
 
○令和４年12月15日 常任委員会 
・議第 145 号 令和４年度滋賀県一般会計補正
予算（第５号）について 

・令和４年産米の作柄と今後の対策について 
・令和５年産米の生産目標（生産の目安）につい 
 て 
・アユの再生産および琵琶湖の水産資源対策の
状況について 

・滋賀食肉センターのあり方検討について 
 

 

・琵琶湖もネオニコチノイド系の殺虫剤の影響により

魚の餌となる動物プランクトンや水生昆虫が減少して

いる可能性があるので、滋賀県独自に研究を行うこと

を考えていただきたい。 

 
 
 


